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WHOはパンデミック（HINl）2009の最新情報を週毎に更新してお  
り、2009年10月4日現在、WHOに報告されたパンデミックインフ  
ルエンザ（HINl）2009の確定症例は375，000例、死亡例は4．500  
例であった。多くの国では個別症例を数えるのを止めており、症  
例数は実際に発症した数より顕著に低い。北半球の温暖な地  
域では、インフルエンザウイルスの伝播およぴIuの割合は増加  
し続けており、アメリカおよぴアジアの熱帯地域ではインフル工  
ンザの伝播は続いているが、インフルエンザ活性は可変的であ  
り、また、南部および南アジアの多くの地域では、インフルエン  
ザの伝播はゆっくりと低下している。一方、南半球の温暖な地  
域では、インフル工ンザの伝播は大きく低下している。  
GISN（GlobaJ）nfluenzaSun／eillanceNetwork）は抗ウイルス薬オ  

セルタミビルに耐性を示すHINlウイルスパンデミックウイルス  

の散発的な事例の検出を続けており、今日までに、（10，000以  
上の臨床サンプルのうち）31の耐性株が世界中で検出された。  
すべてのウイルスが同じH275Y変異を示し、この変異が抗ウイ  
ルス薬オセルタミビルに耐性をもたらし、ザナミビルには影響は  
ない。  
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ウシ及びマウスの消化管上皮細胞株を樹立し、濾胞随伴上皮  
に存在するM細胞のinvitro分化誘導系を開発するなど、経口  
摂取した異常プリオン蛋白の生体への初期侵入機構の解明を  
目的とした研究の報告。  

ウシ及びヒツジの回腸と十二指腸に、逆行性のトレーサーを注  
入して、回腸遠位部から延髄に伸びる交感・副交感神経経路に  
おけるプリオン移行の解析を行い、また、ウシ回腸遠位部での  
物質の取り込みや神経網について行った研究の報告。   

国内初発のBSEをマウスヘ伝達・継代した結果、美園のBSEを  
伝達した結果と同様の結果が得られ、ウシでの解析結果と一致  
して、日本初発の8SEが英国のプリオン株と同じである可能性  
が示唆されたという報告。また、BSE、羊スクレイピーをマウス  
へ初代伝達した際の病変形成・発症について病理学的に検討  
を行った研究の報告。   

正常プリオンタン／iクのPrPsc（prionprotein）への変換はプリオ  
ン病の基本的な要因であるが、その分子メカニズムやPrPsc蓄  
積の影響は不明である。細胞培養におけるPrPscの蓄積に関  
与する分子の変化を調査するため、転写プロファイルについ  
て、PrPsGが蓄積している初代培養ヒツジミクログリアとPrPscが  
欠損しているミクログリアをAf旬metrixのウシゲノムアレイを用い  
て比較した。アレイの結果、PrPscが蓄積しているミクログリアで  
は、19の遺伝子の発現は上昇し、30の遺伝子の発現が抑制さ  
れており、培養ミクロダリアにおける慢性的なPrPscの蓄積が結  
果として限られた転写応答になる、とする仮説を支持する結果  
となった。  
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概要  
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B型肝炎の再燃とは、非活動型もし〈はB型肝炎が治癒した患  
者にB型肝炎ウイルス（HBV）の急激な増幅が起きることであ  
る。最も説明が成されている例として、B型肝炎の再燃はリンパ  
腫または白血病の癌化学療法を受けている非活動性もしくはほ  
とんど活動していないB聖肝炎表面抗原（HBsAg）キャリアに  
起きている。通常は化学療法の問血清中HBVDNAが上昇し、  
化学療法中止後に免疫再構築による疾病増悪およびH日VDNA  
クリアランスと続く。いくつかの無作為化プラセポ対照試験は、  
抗ウイルス剤の予防投与によって再燃を防ぐことができることを  
示した。癌化学療法や移植を行うHBsAg陽性者にルーチンの  
予防が推奨されるが、HBsAgスケノーニングを行う患者の選定  
や使用する抗ウイルス剤の種類や期間、およびHBsAg陰性の  
B型肝炎治癒患者への予防など疑問はある。再燃の分子生物  
学的メカニズムや異なる患者集団における診断、治療および予  
防の最適化についての研究が望まれる。  
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HepatoJogy2009；  
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2005年8月、カナダ血液サービスは入れ墨や耳もしくは体のピ  
アスに対する供血延期の期間を12ケ月から6ケ月に短縮した。  
本研究では、この変更が血液の安全性および安定供給に及ぼ  
す影響を評価した。最近の供血者40．000名を対象とし、普及率  
を調べた結果、入れ墨、耳、休のピアスについてそれぞれ調査  
回答者の13．7、53、6、10．4％であり、過去6ケ月以内の実施は最  
大0．7％であった。Nationa＝：pidemiologyDonorDatabaseを用い  
て算出した供血延期期間変更前および後の感染症（TD）マー  

カー率は、100，000供血当たり21．6およぴ19．2であった。症例対  
照試験はTD陽性供血者とマッチした対照者間のリスク因子を  

比較して行われ、最近の入れ墨やピアスはHCVまたはHBVのリ  
スク因子ではなかった。延期期間の短縮により、供血延期の件  
数は入れ墨で20％、ピアスで32％減少した。供血期間の短縮後、  
検出できるほどの安全性に対する影響は少なく、血液供給にお  
いては期待効果以下ではあるが有効であった。  
●－■■■■－－一－■－－－－－■■－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－●■－－－●●■■－■■  
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概要  

オランダでは2007および2008年のアウトブレイク後再びQ熟報  
告が2009年4月から急増し、1月1日一5月11日の間、総計345症  
例が報告された。男女比は約1．7：1で、年齢中央値は49（38－  
61）歳であった。ほとんどの患者が2007および2008年の報告と  
同様、Noord－Brabant地方の同地域の住民であるが、感染領域  
は拡大傾向にある。オランダにおける0熟の主な臨床症状は肺  
炎であり、2008年に報告された患者は、545例が肺炎、33例が  
肝炎、115例が他の発熱性疾患を発症した。Noord－Brabant地  
方には大規模なヤギ農場が集中しており、流産の増加している  
農場が発生源と疑われる。小型反賽動物へのワクチン接種義  
務化が始まっており、2010年には効果が出ると考えられる。  

ブラジルで2006年1～11月に発生したアメリカ・トリ／くノソーマ症  
のアウトブレイク（178症例）について、調査の結果、アサイー果  
実を潰す際に、原虫を媒介するサシガメの排泄物が混入した可  
能性が考えられた。   

ベネズエラでグアヴァジュースの摂取によるアメリカ・トリパノ  
ソーマ症のアウトブレイクが発生し、同学校に通う児童47名と教  
師3名が感染。児童3名が死亡。   

CBERから、輸血用全血、血液成分製剤、ヒト細胞・組織及びヒ  
ト細胞・組織由来製剤のTrYPanOSOmaCn」Zが伝播する危険性  
を低減するための血清学的検査実施についてのガイダンス案  
を公表。  
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